職種：施設運営・統括　　職務：施設統括

【概要】
施設全体を統括する仕事。「施設長」「副施設長」「事務長」等と呼ばれる役職の仕事におおむね相当する。

【仕事の内容】
施設全体を統括する立場で、施設運営方針を策定し、これをスタッフに浸透させ、必要な組織体制を構築したうえで、方針に沿って適切にマネジメントを推進する仕事である。

施設の意思決定を担う仕事であることから、重大トラブルが発生した場合には、適切な判断を行って速やかに問題解決していくことが求められる。また、施設のスタッフの動機づけなど、人材マネジメントの面でも大きな役割を担っている。さらに、「施設の代表」として、近隣地域や行政機関、業界団体、同業種の施設・事業所等の関係者と良好な関係を構築・維持することも重要な仕事である。

【求められる知識・経験】
（１）施設長になるためには、一定の資格取得・講習受講等の要件を満たしていることが必要である。

（２）介護関連の基本的な知識のほかに、施設運営において必要になるマネジメント知識が求められる。
（３）施設の意思決定を担う仕事であることから、様々な場面で意思決定能力や問題解決能力が求められる。

（４）施設内のスタッフや地域、行政機関、業界団体の関係者等と良好な関係を構築することが求められるため、高いコミュニケーション能力や人的ネットワーク構築力が求められる。

（５）コンプライアンスやリスクマネジメントの重要性が高まっており、高い倫理観とリスク管理能力も必須である。
【関連する資格・検定等】

・社会福祉主事任用資格　［社会福祉法］

・医師　［国家資格：厚生労働省］

　など

【厚生労働省編職業分類（小分類）との対応】

　　０３９　その他の法人・団体の管理職員

